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  We  report  here a research  on  evidence  fbr human  subsistence  based on  stable  isotope analysis  of  human

bone excavated  fi/om the Kaman-Kaleh6yUk  site, Turkey.

  The  Kaman-Kaleh6yUk  site has been excavated  by an  archaeologist  group of  Japanese Institute of

Anatolian Archaeology since  1986. Various cultural  stratums  have been detected so far at this  site and  they

are roughly  classified  into fbur stratums  from the younger to the older:  the Ottoman period (stratum I), the

Iron age  (stratum II), the Middle-Late Bronze age (stratum III) and  the Early Bronze age  (stratum IV), The

purpose ofthe  excavation  is to establish  the Anatolian cultural  chronology  with  high accuracy  by comparing

new  results  until  existing  chronologies  in Turkey.

  According to 
i4C

 ages  ofthe  archaeological  samples  fbund from the Kaman-Kaleh6yUk  site,  the estimated

chronology  based on  archaeological  evidences  is adequate  from a  viewpoint  of  chronological  order.  The

details ofthe  estimated  chronology  using  
i4C

 are going to be reported  in the oral  session.  Although we  could

obtain  the good  agreements  between the archaeological  chronology  and  the 
i4C

 dating chronology,  the own

residence  of  each  culture  or people was  not  identified. Separation of  the  neighboring  cultural  stratums  and

construction  of  the cultural  chronologies  with  only  archaeological evidences  is not  enough  because of  the

intricate history background of  the Anatolian area  jn Middle East. We  would  like to identify the

characteristics  of  each  stratum  from a viewpoint  of  human  subsistence.  Firstly, we  carried  out  the

palaeodietary analysis  by stable  isotope ratios  of6!3C  and  6tSN,

  The  samples  ofhuman  bones from the Kaman-Kaleh6yUk  site  were  selected  from eaeh  stratum  ibr stable

isotope analysis,  based on  excavation  reports.  In this study,  detailed analyses  of  the palaeodietary

characteristics  ofstratum  I, II and  III were  aimed.  The stable  isotope ratios  of&i3C  and  5iSN were  measured

with  IR-MS  (Finnigan, MAT-252)  at the Center fbr Chronological Research, University of  Nagoya.

  Some  variations  were  fbund in the stable  isotope ratios. The ai3C values  human  bones fbr stratum  II is

heavier than  those fbr stratum  III, but the 6iSN values  ofthe  human bones were  almost identical between the

two  stratums.  Isotopic values  ofstratumI  varied  widely.  We  cannot  interpret the  obtained  isotopic shifts  as

the evidence  to decide whether  the palaeodietary difference really  exists  or  not  at the present, because the

isotopic shifts between each  stratum  are  very  small.  We  would  like to discuss about  the  results,  andjudge

whether  this approach  is usefu1  or  not
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トル コ 共 和国カ マ ン ・カ レ ホ ユ ック遺跡より出 土 の 古 人骨 の 安 定 同位 体 比 に つ い て

　　　　　　　　　 大森 貴之
1
，中村 俊 夫
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1 名古屋大学環 境学研 究科 ，2名古屋 大学年代測定総合研究セ ン ター

　現在 の トル コ 共和 国を フ ィ
ー

ル ドの 中心 とす るア ナ トリア 考古学 で は 、文化編年構 築が共通 の

研究 テ
ー

マ の
一

つ とな っ て い る。 トル コ 共 和国カ マ ン ・
カ レ ポ ユ ッ ク遺跡で は、　 （財）中近 東 文

化セ ン タ
ー

に よ り編年構 築の た め 20 年以上継続 して発 掘調査が 行なわ れて きた。出土 遺物 や遺構

を もとに編年が構築 され 、こ れま で に 9 つ の 文化層が検出されて い る 。 AMsi4C 年代測定に よ る数

値年代の 導入 も進 ん で お り
、 徐 々 に編年 の 全体像が 明確 に な りつ っ あ る （図 D 。 し か し 、各文化

層の 中に は 、 文化層同定に必 要な資料が 乏 し い 層位 も存在 し 、 よ り詳細な編年構築の た め に は 、

新 しい 文化層 同定の た め の フ ァ ク タが 必要 とな っ て くる。

　本研 究で は 、古人 骨 か ら抽 出 され る コ ラ
ーゲ ン を用 い て 、炭 素窒素安 定同位体 比 に よる食性 解

析 を行 な い 各文化層に特 徴的 な食性傾向を 押さ え る こ とで
、 編 年構築 の た め の 新 し い フ ァ ク タ を

提示 する こ とを 目的 と して い る。
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図 1　考古学的手法 に よ り構築された編年 （上） と AMS14C 年代測定を導入 した編 年 （下）

　 AMS14C 年代測定 を導入 した編年は 、各層位か ら出土 し た試料 の 数値年代 が含 まれ る範
囲 を示 した もの で あ り、各境界 は OxCal に よ っ て算出 した も の

　各 測定試料 は 、 トル コ 共 和 国 カ マ ン ・カ レ ポ ユ
ッ ク遺跡 出土 の 古人骨 を用 い た。発 掘調査 関係

書類 に て 出土状 況を確認 しなが ら撹乱 の 可能性が 低い 試料 が 採取 され、出土層位 ご とに試料 を大

き く 3 つ （オ ス マ ン 時代 、鉄器 時代、青銅器 時代 ）の 時代 に分類 した 。

　炭素窒素同位体 比 の 測定の た め 、古人骨 は 、骨 の 有機成 分 の 中で 特 に単離 しやす い コ ラ
ーゲ ン

が 抽出 され た。採 取 され た骨 を適 当量切 り出 し 、試料表面 をハ ン ド ドリル に よ っ て 除去 した 。ま

た 、フ ミ ン 酸等 の 有機系二 次汚染 の 除去 の た め 、0．6M 水酸化 ナ トリウム 水溶液 （NaOHaq ） を用

い て 、一晩低温 下 （約 4 ℃ ）に て処 理 した 。 そ の 後、凍結乾燥 して 粉砕 された試料 は 、0．6M 塩酸

（HClaq ）で 脱灰 を行ない 、半透膜の セ ル ロ ース 膜 を利用 して 、不 溶性 タ ン パ ク質を収集 した 。 不

溶性 タ ン パ ク質を 90 ℃ に加 温 した蒸留水 で約 10 時間処理す る こ とで 、コ ラ
ーゲ ン を変性 させ 水

溶性 の ゼ ラチ ン とし て 単離 す る こ とがで き る。 こ の よ うに して得 られ た コ ラ
ー

ゲ ン か ら、二 酸化

炭素 （CO2） と窒素 （N2） を生 成するため に 、酸化銅 と還元銅を用 い て 850 ℃ 、 5 時間以上
、 試料

は燃 焼 された 。 生成 され た 混合ガ ス を真空 ガ ラ ス ラ イン に て 、N2 ガ ス は モ レ キ ュ ラ
ーシ ーブ ス を

用 い て 捕獲 し、CO2 ガ ス は エ タ ノ
ー

ル お よび ペ ン タ ン を用 い て精製 した 。 測定は 、 名古屋 大 学年

代測 定総合研 究セ ン タ
ー気体用質量分析計 Finnigan　MAT −252 を用 い た。

　測定結 果を ま とめ 、図 2 に示 した。3 っ の 時代 は共 に、 δ
13C

値 が 、約 一245 −−22．0 ％。 、 δ
15N

値

が 、約 3．0 − 10．0 ％。 の 範 囲で あ り、当時の 主な食性が C3 植物 を基本 とす る植 物性 タ ン パ ク質を多

く摂 取 し て い る傾 向が 明 らか とな っ た 。 Fairbairn氏 らに よ る植物 依存体の 研究で は 、本遺跡か ら

多 く の C3 植 物が 検出 され て お り、安定同位 体比 測定か ら得 られた傾 向 とよ く
一

致 して い る。

　ま た 、 時代 ご と の 食 性傾 向の 差異 に っ い て 見 る と、相対 的 に青銅器 、鉄 器時代 で は ともに安 定

同位 体比 の ば らつ きが 小 さい が 、オ ス マ ン 時代の 安 定 同位 体比 は 大 きなば らつ きが見 られ る 。
こ

れ は、直接的 に食性傾 向の バ リエ
ーシ ョ ン に も関連 し て くる と考 え られ 、1600− 1700・AD に お ける

一69

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

オ ス マ ン 時代て は 、青銅器 、鉄器 時代 よ りも豊富 な食物 か摂取 て きた と考 え られ る。

　一
方 、青銅器 時代 と鉄 器 時代 に も 、 若干 値 の 差異 か 見 られ る 。 δ

15N
値 は と もに お よそ 30 −

70 ％。 の 範 囲にお さま るか 、 δ
13C

値 か青銅器 時代 の 約 一245 − 235 ％。か ら、鉄器 時代 の 約 一235 一一

220 ％。
へ 変動 して い る 。 窒素 の 安 定同位体比 か 変化せ す 、炭素 の 値 の み か 大 きくな っ て い る こ と

か ら、C4植物か 食1生に何 らか の 寄与 を して い る こ とか 示 唆 され る。 占人骨か 出十 した 同鉄器 時代

て は 、出 土遺物 の 中に C4 植 物か 増加 して お り、青銅器 時代 よ り鉄 器時代 の ほ うか C4 植物 を含 む植

物種 か相 対的 に豊 か にな っ て い るこ とか 示 唆されて い る。現段階 て は、測定点数 か 十分で ない た

め 、 議論に 限 りか あ るが 、 各 時代の 食性傾 向の 差 に は 文化 的 な要 因 よ りも、環境 や 気候等 の 要因

か 強 く現れ て い る 可能 吐か 高 い 。 占環境 的研 究 に よれ は 、青銅器 時代 を 中心 とす る 2丁年 紀て は、

局所 的な乾操化 ある い は 家冷化 か 示唆 され て い る。本結果 も、環境 的要因 に よる安定同位 体比 の

さい に つ い て よ り詳 細な調査か 必 要 とな る
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　　 　　 　　 　 図 2　古人 胃の 炭素窒素安定 同位体比

系統誤差 は 、δ　
13C

値か 01 ％Q 、　δ
bN

値か 02 ％。

体内 へ 取 り込 ま れ る 時 の 同位体濃稲を考膚 し、 δ
BC

値は 35 ％。 、 δ
15N

値は

一50 ％。 を加え 、乳幼児の 占人骨 に つ い て は、さ ら に δ
ISN

値に 30 ％。を 加 えて

い る

一215

　現在 の と こ ろ 、 明確な文 化層 こ と の 食1牛傾 向 の 解明 に 至 っ て い な い か
、 そ の 傾 向を予 測 させ る

よ うな結果 を 得 る こ とか て き た 。 今 回 扱 っ た試 料は 、 極 め て 状態 の 良 い も の に 限定 して きた か 、

今後 は、試料 採取 の 条件 を広 け、側定点数 を増や し て い くこ と を考 え て い る 。 ま た 、 種 々 の 占記

録か ら、当時の 食 陸はおお よそ 明 らか に な っ て い る。 性別 、身分や年齢に よ っ て 摂取 して い た食

科 の 違 い か存在 した とされて い るが 、今後 は 、これ ら考古 学的知見 を把握 した トて の 食 吐解析 か

必 要 とな っ て く る て あろ う。

　太 結果 て は 、食 性の 文化 的要 因よ り環境 的 要囚を反 映 し て い るこ とか示 唆 された 、 こ の 結果 は 、

当初 目的 とは 反 れ る もの て は ある か 、非常 に興 味深 く感 し る。 よ り食 1生解析 に よる文化層 の 特徴

付 けは 、Sr 安 定同位体 比 な と炭素や窒素 の 女 定 同位体 比 以 外の フ ァ ク タを付加 させ る必要か ある。
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